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講義表題情報

* 開講学年1 2

* 入学年度1 14～

* 対象学科1 ビジネス

* 科目名1 地域表象論

担当教員情報

* 担当教員 畦地真太郎

講義詳細情報

* 講義目的・講義内容

　地域性は自我同一性の大きな源の一つであり、育った／居住する地域の特性は人格形
成に大きな影響を与えている。一方で、多くの人は自分自身を知らないのと同様に、自分
の地域の本当の姿を知らない。
　自分の地域の良い点・悪い点双方を良く知り、包み隠さずに他地域に対して呈示できる
場合に、地域間の交流は促進され、相互に発展していくことができる（誇りの高い地域）。
一方、他者から押しつけられたあるいは自分で頑迷に持っている一次元的なイメージ（「ど
うせ何もない田舎だから…」というような地域自己ステレオタイプ）により自地域を説明する
ことでは、地域間の相互理解も発展も望めない（誇りの低い地域）。
　本講義では、地域のイメージを形成する様々な要因について検討をし、「本当の地域の
姿」を知り発信していく地域の誇り「地尊心」について考えていく。

* 到達目標
　自らの居住する、あるいは自我同一性の源となっている地域について、その価値を知
り、本当の姿を他地域の住人に対して示すことができること。それにより、他地域との対等
な関係性を結び相互に盛り立て合うような、地域に対する誇りを持つ人間になること。

* 授業計画

１. オリエンテーション：アイデンティティと地域表象
事後学修：授業ノートと返却コメントを元に「自分を形作った地域」の調査と自己との関わり
を考える

２. 地域ステレオタイプ：その地域イメージは本当？
事後学修：授業ノートと返却コメントを元に「自分を形作った地域」の調査と自己との関わり
を考える

３. 地尊心：地域と自己とイメージ
事後学修：授業ノートと返却コメントを元に「自分を形作った地域」の調査と自己との関わり
を考える

４. 創られた伝統：地元は本当に地元か？
事後学修：授業ノートと返却コメントを元に「自分を形作った地域」の調査と自己との関わり
を考える

５. 認知地図：地域表象の基礎
事後学修：授業ノートと返却コメントを元に「自分を形作った地域」の調査と自己との関わり
を考える

６. ランドマーク：観光と地元
事後学修：授業ノートと返却コメントを元に「自分を形作った地域」の調査と自己との関わり
を考える

７. 地域表象の測定：イメージの心理学
事後学修：授業ノートと返却コメントを元に「自分を形作った地域」の調査と自己との関わり
を考える

８. 自分を形作った地域の実例
事後学修：授業ノートと返却コメントを元に「自分を形作った地域」の調査と自己との関わり
を考える
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９. 地域表象の構成要素1：歴史
事後学修：授業ノートと返却コメントを元に「自分を形作った地域」の調査と自己との関わり
を考える

10. 地域表象の構成要素2：産業と人材
事後学修：授業ノートと返却コメントを元に「自分を形作った地域」の調査と自己との関わり
を考える

11. 地域表象の構成要素3：食
事後学修：授業ノートと返却コメントを元に「自分を形作った地域」の調査と自己との関わり
を考える

12. 地域表象の構成要素4：伝説と民間信仰
事後学修：授業ノートと返却コメントを元に「自分を形作った地域」の調査と自己との関わり
を考える

13. 地尊心の構築：自己を形作った地域表象の構成要素の具体的発見
事後学修：授業ノートと返却コメントを元に「自分を形作った地域」の調査と自己との関わり
を考える

14. 観光と生活：インバウンド、コンテンツ観光、観光公害
事後学修：授業ノートと返却コメントを元に「自分を形作った地域」の調査と自己との関わり
を考える

15. クロージング：岐阜の地域イメージと「自己と他者」
事後学修：授業ノートと返却コメントを元に「自分を形作った地域」の調査と自己との関わり
を考える

* 履修の条件・注意事項
　第1回授業（オリエンテーション）に必ず参加の上、授業進行や成績評価などについて、
担当教員の指導を受けること。

* 成績評価基準・方法
　平常点60％：毎回、ノートと小課題の提出を要する。提出物は原則として次回に採点結
果・コメントを付して返却する。
　定期試験40％：レポート試験を予定している。

* テキスト 　第1回授業（オリエンテーション）時に指定する。

参考書
「地域アイデンティティを鍛える」（畦地・米田・中畑編著／成文堂）
その他、必要な場合は、授業中に適宜指示する。



（この様式はシラバスとセットにしてホームページに掲載します） 

朝日大学「地域表象論」の受講を希望する学生にシラバスに記載されていない情報を提供します 

科目名 地域表象論 

時間割 毎週火曜日 ４時限目 １４ 時５５分開始 １６ 時 ２５分終了 

初回の授業日 201８年９月２５日（火） 

講義室 朝日大学穂積キャンパス  ６号館 ６４０６講義室 

注意事項 ・１２月２６日から翌年１月５日までは、冬季休業期間です。 

・１０月９日及び１月１５日は、休講日です。 

・自動車による通学は禁止です。(どうしても必要な場合は、民間駐車場を借りてください。) 

授業についての 

問合せ 

受講に関するお問合せは、朝日大学学事二課 

TEL 058-329-1079 まで 
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交通アクセス ＪＲ穂積駅から大学スクールバス(無料)で約５分 

 


